
本校研究 

（１）小学部一般学級の取組
 

(１) 取組の概要 

 本学習グループは平成 23 年度から３年間、授業づくりを中心に取り上げ、子どもの教育

的ニーズをベースに教師一人一人の意見や思いを引き出した授業づくりシステムに関する

研究に取り組んできました(2013 荒尾支援学校研究紀要第 22 集)。それにより、子どもた

ちの「育てたい力」をどのように育むのかという共通の視点に立って、生活単元学習の在

り方を再考し、教育課程編成に関する教師の意識が「従前の踏襲」という発想から教育的

ニーズやキャリア発達、系統性、発展性という意識に変化しました。 
小学部段階は生活にかかわる基本的スキル獲

得の時期です。また、読み書き計算といった学習

の基礎となる知識技能の獲得が期待される時期

でもあります。そこで平成 26 年度より、前研究

成果及び課題を踏まえ、各教科等を合わせた指導

に偏っていた教育課程を見直し、教科別の指導の

充実を図りました。各教科等を合わせた指導と教

科別の指導を関連付けながら教育課程を編成す

ることで、勤労観の育成につながり、そして、将

来の自立と社会参加につながるものと考えます。 

ただ、これまで積み上げてきた教育実践も踏ま

えつつ、子どもたちのキャリア発達を促していく

には、どのように授業内容を整理し、いつ、何を

教え、どのように評価していくかという焦燥感と

授業準備への負担感が危惧されました。   

そこで、Ｓスタイルによる授業づくりシステム

のツールと、これまでの研究成果であるミーティ

ング手法、そして新たな指導計画案を組み合わせ

ていくことで、教育的ニーズに沿った学習内容や

授業時数が整理でき、子どもの実態に合った幅の

ある学びや、キャリア発達を促すことができるのではないかと考えました。このＳスタイ

ルを授業づくりの軸とし、計画から授業、評価、改善に至るＰＤＣＡサイクルにより、Ａ

ＲＡ・ＳＨＩの教育プログラムの構築をねらいました。 

(２)  取組の内容 

ア Ｐｌａｎ(計画) 

 Ｓスタイルでは本校の教育目標を達成するために、小学部６年間で｢育てたい力｣を｢かか

わる｣｢きめる｣｢はたらく｣視点から３つに整理しました。そこから各学習における「育てた

い力」を学習指導要領に示された目標とリンクさせ、具体的指導内容をそれぞれに設定し

ました。授業が始まる１ヶ月前を原則として、月２回のグループ研究会にてミーティング

を開き授業づくりを行いました。ミーティングではホワイトボード・ミーティング(以下、
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Ｗ・Ｍ)の手法を主に用い、ファシリテーターが教師全員の意見を拾い上げながら、情報を

一本化しました。Ｗ・Ｍでまとめた授業構成を、新たに作成した｢学習指導計画様式｣(資料

４)に落とし込み、単元目標及び評価規準、学習内容、日程等を明記し、個別の指導計画と

関連づけて個別目標を設定しました。 

小学部段階におけるキャリア発達 

かかわる 人間関係の基盤形成：人とのかかわり・集団活動・意思表現・あいさつ 

きめる 身辺自立の確立：目的行動・自己選択・振り返り・習慣形成 

はたらく 主体的に取り組む生活意欲の向上：関心憧れ・身近なきまり・はたらくよろこび 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ Ｄｏ(実践) 

生活単元学習年間指導計画(Ｈ27 年度) 図画工作年間指導計画(Ｈ28 年度) 

年間指導目標 

学習指導要領を基に目標設定 

評価規準 

本単元における｢育てたい力｣の明記 

学習指導要領｢音楽｣の内容の観点を基に

具体的な学習内容を記入 

評価規準及び評価基準を明記。別シート

にて個別指導目標を記入。 

学習日程と評価日等を明記。中間評

価と単元後の評価を行う。 

音楽学習指導計画(Ｈ28 年度) 



 
 
 

 

 
〇学習指導要領に示された目標と内容に照らし合わせて授業内容及び授業時数を配当し、知識や

技能が断片的にならないように系統的・発展的に計画し、生活に結び付けていきます。 

 
 

 
 

 
〇教科別・領域別の指導と相互に関連させながら、子どものもてる力を引き出し、伸ばす。子ども

が主体的に学びながら、日常生活や社会生活につながるようにします。 

 教科別の指導では、国語や算数を主に個別学習で構成し、生活や図画工作、体育は一斉

授業で取り扱いました。音楽に関しては、平成 28 年度より熊本大学教育学部藤原准教授と

の共同研究に取り組み、実態に応じたグループ別編成による授業を行いました。 

 日常生活の指導では、実践的で必然性のある活動を中心に、週時程表には帯状に設定し、

繰り返しの指導を行いました。生活単元学習では、各教科の特徴を踏まえながらも、教科

を教えるという意識ではなく、「生きる力」の育成に結びつくように留意しました。12 月

の発表会単元では、これまで出し物を学級ごとに発表するスタイルから、各教科等で学ん

だことを発表するスタイルに変更し、自己評価や他者評価を直接的に受け、自己有用感、

そして次の学びへとつなげることができました。 

ウ Ｃｈｅｃｋ(評価) 

(ア) 子どもの学びの評価 

 前述の学習指導計画様式に組み込んで

ある観点別による評価を行いました。評

価基準から数値化し、グラフに可視化し

ました。また、文章表記にて子どもの学

びの様子や課題等も挙げ、子ども一人一

人の評価を蓄積していきました。｢でき

た。｣「できなかった。｣ではなく、どの

ような学びの変容があったのか、授業の

どの部分が深まったのか、その子の｢育て

たい力｣がどのくらい育ったのかを可視

化することで、次の授業、次年度へのつ

なげることができました。 

(イ) 指導の評価 

国語・算数    生活     図画工作     体育      音楽  

日生(給食)      日生(掃除)      生単(地域の先生)   生単(宿泊学習)       生単(発表会) 
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子どもの学びの評価（体育）

記述評価にて具体的な行動の様子や学びの変
化、課題点などを挙げる

数値及びグラフにてどこまで「育てたい力」を育めたか可視化する。ま
た、どの部分が育めなかったかも明らかにし、次の授業につなぐ。

評価



 指導略案及びＳスタイルに授業後直接書

き込み、｢題材目標｣｢授業内容｣｢授業時数｣

｢教材等｣などについて数値と記述にて入力

し可視化できるようにしました。これにより、

どの部分に改善が必要か分かりやすくなり、

次の授業そして次年度の教育課程改善につ

なげることができました。 

エ Ａｃｔｉｏｎ(改善) 

 Ｓスタイルを軸として、計画から評価まで

を繰り返し循環させたことで、次年度の教育

課程を教師全員で検討する流れが定着し、平

成 28 年度は改訂した教育課程をベースに子どもたちの｢育てたい力｣の育成を図ることが

できました。また、評価と併せて、ブレーン・ライティング法のミーティングにより平成

29 年度に向けた教育課程改善への道筋が見えました。 

(３) まとめと今後の方向性 

Ｓスタイルの活用により、指導内容が明確となり、

年間を通して各授業が系統性、発展性のあるものに

なってきています。子どもたちにとっては学習の時間

軸が定まり、めりはりをもって授業に臨む態度が高ま

っており、｢育てたい力｣が育まれてきていると確信し

ています。また、｢いつ、何をねらい・何を教えるか・

何を育てたいか｣というＡＲＡ・ＳＨＩの教育プログ

ラムの構築に向けて、子どもの教育的ニーズに沿った

教育課程の編成へのＰＤＣＡサイクルが循環し、そし

て、教師アンケートにおいても高い評価を受けており、Ｓスタイルの実用性が示されまし

た。ただ、評価の円滑なシステムと教師の負担軽減においては課題が残っています。これ

まで見えなかった課題を可視化できたことも大きな成果と捉え、今後もＳスタイルを軸に

ＡＲＡ・ＳＨＩの教育プログラムの構築に向けて取り組んでいきます。 

週時程表及び次年度の改善(Ｈ28 年度) 

Ｓスタイルは授業づくりに有効か 

指導評価

評価

各単元ごとにＳスタイルに
直接評価していく。

視覚化することで、どの
点に改善が必要かが分
かる。

〇指導方法の評価
日々の授業改善と次年度の
教育課程改訂につなげる。
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音楽発表会の授業評価
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総数：15 名 


